
　
報
告
事
項
と
し
て
、
本
年

度
事
故
発
生
状
況
、
12
月
～

2
月
の
各
職
群
担
当
理
事
か

ら
の
巡
回
報
告
と
事
故
防
止

策
の
取
り
込
み
や
、
財
団
職

員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

の
報
告
、
安
全
標
語
優
秀
作

品
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
協
議
決
定
事
項
と
し
て
、

前
回
の
委
員
会
か
ら
の
継
続

事
項
で
あ
っ
た
「
75
歳
以
上

の
車
両
運
転
が
業
務
に
含
ま
れ
る
就
業
に
つ
い
て
」
を
検

討
し
、「
就
業
の
基
準
の
内
規 

の
一
部
改
正
案
」
を
決
定

し
ま
し
た
。

　
昨
今
の
高
齢
者
運
転
に
よ
る
自
動
車
の
重
篤
事
故
を
受

け
て
、
1
年
ご
と
に
自
動
車
等
運
転
業
務
許
可
申
請
書
を

提
出
し
、
承
認
を
得
る
こ
と
や
セ
ン
タ
ー
独
自
の
安
全
運

転
講
習
の
受
講
を
必
須
と
す
る
こ
と
な
ど
、
安
全
運
転
へ

の
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

　
規
程
は
、
令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

運
転
業
務
に
関
係
す
る
会
員
の
方
々
へ
は
、
改
め
て
ご
説

明
い
た
し
ま
す
。

●
承
認
事
項

▼
78
名
の
新
会
員
承
認
を
提
案

  

承
認
後
は
総
数
１
４
５
６
名
に
。

▼ 

令
和
5
年
度
第
二
次
補
正
予
算
の
提
案

  

決
算
の
見
通
し
に
よ
り
必
要
経
費
を
計
上
。

　

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
団
体
傷
害
保
険
料
に
関
す
る

　
規
程
の
廃
止
を
提
案

　
こ
れ
に
よ
り
会
員
の
傷
害
保
険
料
の
セ
ン
タ
ー
負
担
を

　
制
度
化
。

●
協
議
事
項

　
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
「
中
期
経
営
計
画
」
3
年
目
を
迎
え
、
計
画
目
標
値
の

　
達
成
に
向
け
、
積
極
的
な
事
業
展
開
に
臨
む
。

●
報
告
事
項

▼
２
月
就
業
公
開
募
集
の
結
果
に
つ
い
て

▼
令
和
6
年
度
の
安
全
標
語
の
優
秀
作
品
に
つ
い
て

▼
職
種
名
の
改
称
の
効
果
に
つ
い
て

▼
シ
ル
バ
ー
多
摩
だ
よ
り
発
行
月
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
就
業
の
基
準
の
内
規
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
植
栽
守
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
草
取
り
事
業
の
休
止
に
つ
い
て

▼
令
和
6
年
度
年
間
行
事
予
定
表
に
つ
い
て

▼ 

請
負
・
派
遣
事
業
の
1
月
ま
で
の
累
計
契
約
実
績
の
報
告

　
請
負
4
億
３
２
０
６
万
円
余
（
前
年
度
比
37
％
増
）

　
派
遣
1
億
１
３
５
５
万
円
余
（
前
年
度
比
１
６
７
％
増
）

▼
会
員
及
び
就
業
の
状
況
に
つ
い
て

▼
理
事
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
等

▼
事
務
局
人
事
に
つ
い
て
の
報
告

▼
シ
ル
バ
ー
多
摩
だ
よ
り
に
つ
い
て

※
理
事
会
終
了
後
、
役
員
対
象
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵

  

守
研
修
を
開
催
。

.
.

当
セ
ン
タ
ー
の
過
去
10
年
間

（
平
成
25
年
度
～
令
和
4
年
度
）
の

傷
害
事
故
及
び
賠
償
事
故
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、
1

月
の
理
事
連
絡

会
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

◆
デ
ー
タ
が
示
す
過
去
1 0
年
間
の
事
故
の
傾
向

傷
害
事
故
は
67
件
。
年
齢
別
で
は
70
歳
～
74
歳
が
23
件
と
最
も

多
く
、
転
倒
事
故
が
36
件
と
断
ト
ツ
で
、
全
体
の
5
割
強
を
占
め
、

次
い
で
転
落
事
故
が
11
件
。

賠
償
事
故
は
73
件
。
年
齢
別
で
は
60
歳
～
69
歳
が
30
件
と
最
も

多
く
、
車
を
ぶ
つ
け
る
等
の
車
両
事
故
24
件
。
剪
定
作
業
や
草
刈
り

な
ど
で
の
動
力
機
械
に
係
る
事
故
が
22
件
。

本
号
で
は
、
ど
の
職
種
に
も
関
係
す
る
転
倒
事
故
に
焦
点
を
当
て

た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
転
倒
防
止
➡
日
常
的
な
自
己
活
動
＆
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
共
有
が
大
事
！

地
道
だ
が
、
就
業
前
の
準
備
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
に
、
日
々
、
各
会
員
が
取
り
組

む
よ
う
な
働
き
か
け
が
重
要
。
転
倒
防
止
の
た
め
の
取
り
組
み
を
、
日
常
で
自
分
事
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
基
本
！

　
そ
の
た
め
に
徹
底
的
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
を
会
員
で
共
有
す
る
。

リ
ー
ダ
ー
会
議
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
同
士
で
具
体
的
に
討
議
す
る
。
事
故
が
起
き

た
ら
、
同
じ
就
業
場
所
の
メ
ン
バ
ー
で
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
。
一
番
下
位
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
レ

ベ
ル
を
減
ら
す
こ
と
が
重
篤
事
故
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

今
後
、
安
全
適
正
委
員
会
で
、
さ
ら
に
対
応
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
禁
止
や
廃
止
を
安
易

に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
を
あ
げ
て
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
！

◆
目
標
の
達
成
度
と
イ
ン
ボ
イ
ス
の
影
響

　
令
和
５
年
度
は
、
「
中
期
経
営
計
画
」
の
2
年
目
。
10
月

か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
施
行
さ
れ
た
年
度
で
す
。
年
度

末
ま
で
残
す
と
こ
ろ
あ
と
2
か
月
。
1

月
末
現
在
の
見
通

し
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
が
納
税
す
る
消

費
税
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
「
会
員
に
極
力
負
担
を
求
め

な
い
、
収
入
を
増
や
し
支
出
を
見
直
す
」
を
基
本
方
針
に

臨
み
ま
し
た
。

　
昨
年
度
５
１
９
万
円
で
あ
っ
た
消
費
税
納
税
額
が
、
今

年
度
は
７
０
０
万
円
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。
こ
の
う
ち

イ
ン
ボ
イ
ス
の
影
響
は
１
６
０
万
円
程
度
。
何
と
か
乗
り
切

れ
そ
う
で
す
が
、
令
和
6
年
度
は
倍
増
の
見
込
み
で
す
。

◆
出
来
事
あ
れ
こ
れ

・6
月
に
、21
年
ぶ
り
に
阿
部
多
摩
市
長
が
当
セ
ン
タ
ー
の
名
誉
理
事

 

長
に
就
任
。

・７
月
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
ビ
ジ
ネ
ス
メ
イ
ト
と
「
地
域
共
働
サ
ー
ビ
ス
に
関

 

す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
。
相
互
の
強
み
を
生
か
し
た
連
携
で
仕
事

 

の
可
能
性
を
拡
げ
る
土
壌
が
整
う
！

・12
月
に
派
遣
事
業
の
牽
引
役
で
あ
っ
た
ヤ
マ
ト
運
輸
か
ら
の
受
注

 

が
、
企
業
の
事
情
で
大
幅
な
シ
フ
ト
人
数
の
減
に
！ 

 

そ
の
分
を
民

 

間
の
事
務
費
ア
ッ
プ
や
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
受
付
業
務
増
員
、
印
刷

 

会
社
の
季
節
需
要
へ
の
対
応
で
、
事
業
実
績
に
つ
な
げ
る
。

2 0 2 4 年 3 月１ 日
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理
事
会
の
決
定
・
審
議
案
件
の
概
要

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
「
多
摩
市
S C
・
令
和
５
年
度
の
歩
み
」

安
全
な
就
業
環
境
に
つ
い
て
考
え
る

★
令
和
6
年
度
安
全
標
語
優
秀
作
品
決
定

 

2
月
28
日
開
催
の
令
和
5
年
度
第
11
回
理
事
会
へ
の

提
案
・
報
告
予
定
の
案
件
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発
行
は
奇
数
月
の
隔
月
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
2
月
1 4
日
に
、
本
年
度
最
後
の
安
全
適
正
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
回
安
全
適
正
委
員
会
の
報
告

　
安
全
適
正
委
員
会
に
て
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
6
作

品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
入
選
さ
れ
た
6
作
品
に
つ
い
て
は
東
京
し
ご
と
財
団
に

推
薦
作
品
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！

　
次
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
財
団
共
通
テ
ー
マ
《
自
転
車
事
故
防
止
》

1
位
（
本
多

　
俊
一
会
員
）

・
た
お
れ
て
も

　
命
を
守
る

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト

2
位
（
正
田

　
圭
介
会
員
）

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
ラ
イ
ト
・
保
険
を
つ
け
て
守
ろ
う
交

　
通
ル
ー
ル

3
位
（
河
内

　
多
華
治
郎
会
員
）

・
追
突
を

　
か
ぶ
っ
て

　
防
ご
う
ヘ
ル
メ
ッ
ト

●
セ
ン
タ
ー
テ
ー
マ 

《
安
全
就
業
で
脳
活
》

1
位
（
福
田

　
美
香
特
別
会
員
）

・
就
業
で

　
身
体
も

　
頭
も

　
若
さ
維
持

2
位
（
五
十
嵐

　
功
会
員
）

・
就
業
で

　
体
力
・
脳
活

　
一
石
二
鳥
！

3
位
（
南

　
三
枝
子
会
員
）

・
就
業
に

　
脳
活
生
か
さ
れ

　
は
り
が
出
る

★
多
摩
だ
よ
り
次
号
の
発
行
月
は
５
月
で
す

https://tama-sc.tokyo/
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★ 

お
し
ご
と
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
就
業
で
き
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

1
月
事
故
発
生
状
況

　
0
件

必見情報！事務局掲示板必見情報！事務局掲示板

元
気
・
健
や
か
コ
ー
ナ
ー

■
安
全
衛
生
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
月
17
日
、
和
田
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
Ⅱ
で
、
市
内
の
ご
み
排
出

状
況
確
認
業
務
と
、
公
園
清
掃
に
伴
う
ご
み
搬
送
の
2
グ
ル
ー

プ
の
始
業
点
検
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

会
員
2
名
の
連
携
に
よ
る
指
差
し
確

認
と
声
掛
け
で
就
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
円

滑
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
市
内
走
行
時
の

歩
行
者
や
児
童
へ
の
安
全
確
認
・
運
転
を

最
優
先
と
す
る
事
を
確
認
し
あ
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
1
月
29
日
は
、
し
だ
れ
桜
で
有

名
な
鶴
牧
西
公
園
内
に
あ
る
川
合
家
住
宅
を
巡
回
。

こ
の
日
は
建
具
開
閉
管
理
業
務
の
初
日
！ 

落
合
会
員
が
一

通
り
業
務
を
経
験
し
、
今
後
、
月
1
回
8
名
の
就
業
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
対
応
す
る
。
由
緒
あ
る
建
物
が
痛
ま
な
い
よ
う
に
、

清
掃
と
通
風
作
業
で
文
化
財
を
守
り
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
公
共
担
当

　
河
内
専
務
理
事
）

1
月
29
日
、
冬
期
巡
回
で
一
ノ
宮
に
あ
る
バ
オ
バ
ブ
保
育
園

に
伺
い
、保
育
補
助
で
就
業
中
の
中
山
会
員
に
お
話
を
伺
っ
た
。

中
山
会
員
か
ら
は
「
子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も
の
相
手
を

し
て
い
る
の
が
楽
し
い
。
仕
事
は
7
時
半
か
ら
で
9
時
半
の
先

生
方
が
そ
ろ
う
ま
で
の
時
間
。
毎
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
で
き
、

健
康
的
に
も
、
と
て
も
良
い
！
」
と
笑
顔
の
報
告
。

最
優
先
は
子
ど
も
の
怪
我
に
気
を
配
る
！

　
そ
し
て
、
自
分

を
守
る
意
味
も
兼
ね
、
感
染
症
予
防
の
た
め
マ
ス
ク
着
用
・
手

洗
い
を
励
行
！

　
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
に
は
十
分
注
意
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

副
園
長
の
馬
渡
様
に
ご
挨
拶
し
た
際
、
「
中
山
会
員
を
大
変

頼
り
に
し
て
い
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
　
　 

(

派
遣
担
当

　
安
宅
常
務
理
事)

２
月
２
日
、
多
摩
市
か
ら
受
託
し
た
家
具
転
倒
防
止
器
具

取
り
付
け
事
業
で
、
澤
口
会
員
と
赤
石
沢
会
員
が
担
当
す
る

個
人
宅
に
同
行
し
ま
し
た
。

家
具
や
電
気
製
品
に
、
事
前
調
査
に

よ
り
選
定
さ
れ
た
器
具
を
順
次
取
り
付

け
ま
す
。

洋
服
タ
ン
ス
下
部
手
前
に
転
倒
防
止

板
を
設
置
す
る
際
は
、
澤
口
会
員
が
専

用
器
具
を
使
っ
て
重
い
タ
ン
ス
を
持
ち

上
げ
、
そ
こ
に
赤
石
沢
会
員
が
器
具
を

設
置
。
２
人
で
息
を
合
わ
せ
て
の
作

業
！

　
家
具
上
部
に
器
具
を
設
置
す
る
際
、
作
業
優
先
の
あ

ま
り
、
脚
立
足
元
に
工
具
類
や
器
具
の
空
き
箱
が
置
か
れ
て

い
た
の
で
、
転
倒
防
止
の
た
め
、
作
業
行
動
範
囲
外
に
ま
と

め
て
仮
置
き
す
る
よ
う
伝
え
ま
し
た
。

能
登
震
災
で
市
民
の
防
災
意
識
は
高
ま
り
、
お
客
様
か
ら

の
安
心
と
感
謝
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　
　
（
市
民
生
活
サ
ポ
ー
ト
担
当

　
佐
藤
理
事
）

　
1
月
26
日
の
安
全
巡
回
で
、
夜
の
学
校
に
て
就
業
中
の

岡
会
員(

多
摩
永
山
中
学
校)

、石
崎
会
員（
北
諏
訪
小
学
校
）

を
訪
ね
ま
し
た
。

　

岡
会
員
は
、
1
月
か
ら
初
め
て
の
シ

ル
バ
ー
就
業
に
も
関
わ
ら
ず
、
業
務
内

容
を
十
分
理
解
さ
れ
、
テ
キ
パ
キ
と
し

た
受
け
答
え
！

　
健
康
面
、
安
全
面
で

も
気
を
配
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

次
に
伺
っ
た
石
崎
会
員
は
、
9
月
で

3
年
を
迎
え
る
そ
う
で
、
ソ
フ
ト
な
語

り
口
で
、
業
務
、
健
康
、
安
全
に
対
す

る
向
き
合
い
方
を
語
ら
れ
、
模
範
的
な
印
象
で
す
。

お
二
人
と
も
、
業
務
及
び
安
全
へ
の
改
善
意
識
が
高
く
、

会
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
気
を
配
り
、
安
心
し

て
巡
回
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　(

学
校
担
当

　
木
下
理
事)

1
月
25
日
の
寒
風
吹
く
夕
方
、
唐
木
田
の
大
妻
多
摩
中
学

高
等
学
校
の
通
学
路
の
見
守
り
と
、
中
沢
の
島
田
療
育
セ
ン

タ
ー
の
駐
車
場
管
理
の
2
か
所
の
現
場
を
巡
回
し
ま
し
た
。

通
学
路
（
学
校
前
と
駅
前
交
差
点
）

に
西
川
会
員
と
近
藤
会
員
が
立
ち
、

旗
を
持
っ
て
青
信
号
で
横
断
す
る
生

徒
た
ち
を
注
意
深
く
見
守
り
ま
す
。

朝
夕
、
生
徒
た
ち
の
笑
顔
や
挨
拶

に
癒
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
の
島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
は
山
間

に
立
地
し
、
駐
車
場
は
傾
斜
地
。
就
業
中
の
原
会
員
は
、「
出

入
り
の
車
両
を
注
意
深
く
見
守
り
、
安
全
面
で
、
車
に
絶
対

背
を
向
け
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
穏
や
か
に
話
さ

れ
、
納
得
で
す
！

ど
ち
ら
も
屋
外
就
業
の
た
め
、
防
寒
対
策
と
悪
天
候
時
の

滑
り
や
す
く
な
る
足
元
を
意
識
し
た
転
倒
防
止
へ
の
注
意
喚

起
・
確
認
を
す
る
巡
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　(

民
間
担
当

　
難
波
理
事)

※
本
委
員
会
は
1
月
15
日
に
め
ぐ
み
会
本
部
に
て
開
催

● 

転
倒
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　 

高
齢
者
は
骨
が
も
ろ
く
、
少
し
の
衝
撃
で
も
骨
折
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
気
を
つ
け
る
意
識
は
時
間
が
経
つ
と
薄
れ

て
し
ま
う
た
め
、
各
自
が
日
頃
か
ら
注
意
す
る
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
2
月
分
就
業
報
告
書
提
出
（請
負
）

   

締
切
日
＝
3
月
1
日
（金
）

   

セ
ン
タ
ー
の
ポ
ス
ト
投
函
も
可
能

● 

配
分
金
支
払
日
＝
3
月
15
日
（金
）

●
セ
ン
タ
ー
受
付
時
間
（月
～
金
）

　
8
時
30
分
～
12
時
・13
時
～
17
時
15
分

　
な
お
、
12
時
～
13
時
は
、

　
留
守
番
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
ま
す
。

　 

ご
用
の
方
は
、
13
時
以
降
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆ 

冬
期
安
全
巡
回
報
告 

◆ 

　
1
月
17
日
、
日
野
市
に
あ
る
福
祉
施
設
ス
タ
ジ
オ
ア
ク
オ

に
、
担
当
の
奥
山
職
員
と
訪
問
し
ま
し
た
。

　
日
野
市
SC
で
の
対
応
が
難
し
く
、
当
SC
が
近
隣
で
あ
る
こ

と
か
ら
受
託
し
て
い
る
業
務
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

を
送
迎
し
て
い
る
小
寺
裕
子
会

員
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。

 

小
寺
会
員
は
運
転
が
好
き
で

こ
の
仕
事
に
就
い
た
そ
う
で
す

が
、
運
転
は
交
通
上
の
リ
ス
ク

が
あ
る
の
で
、
十
分
注
意
し
て

毎
日
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い

る
と
の
こ
と
。
ま
た
人
を
乗
せ

て
い
る
の
で
、
急
ブ
レ
ー
キ
は

掛
け
ら
れ
な
い
等
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
担
当
理
事
と
し
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し
て
い

る
た
め
、
十
分
な
感
染
予
防
と
、
事
故
と
隣
り
合
わ
せ
の
仕

事
な
の
で
、
重
ね
て
慎
重
な
運
転
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
小
寺
会
員
は
、
こ
の
就
業
を
と
お
し
て
、
高
齢
化
は
誰
も

が
避
け
ら
れ
な
い
道
だ
か
ら
、
送
迎
の
中
で
利
用
者
と
触
れ

あ
い
、
参
考
に
な
る
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。  

  
  

  
 
  

  

（
派
遣
担
当

　
安
宅
常
務
理
事
）

理
事
の
職
場
訪
問
レ
ポ
ー
ト 

〜
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送
迎
就
業
の
会
員
を
訪
ね
て
〜


